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鶴居村マスコットキャラクター
「つるぼー」

鶴居村は「日本で最も美しい村」
連合に加盟しています
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■新北海道スタイルについて・・・・・・・・６

■お元気ですか　保健師です・・・・・・８～９



令和２年８月号　２

　

６
月
24
日
、
下
幌
呂
小
学
校
で
租
税
教
室

が
開
か
れ
ま
し
た
。
租
税
教
室
は
日
本
の
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
税
の
仕
組
み
や
税

が
社
会
に
も
た
ら
す
役
割
に
つ
い
て
正
し
い

認
識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
毎
年
実
施
し

て
お
り
、
ク
イ
ズ
形
式
で
税
に
つ
い
て
学
び
、

１
億
円
の
重
さ
を
模
し
た
見
本
を
使
っ
て
実

際
の
お
金
の
重
み
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
役
場
で
税
務
を
担
当
し
て
い
る
職

員
が
務
め
、
普
段
の
学
校
と
は
異
な
る
授
業

に
児
童
は
皆
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
ふ
る
さ
と
情
報
館
み
な
く
る
内
の
図
書

館
に
、
本
に
付
着
し
た
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
除
菌
す
る

た
め
の
図
書
除
菌
機
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

除
菌
機
は
冷
蔵
庫
程
の
大
き
さ
で
紫
外
線
に
よ
り
除

菌
効
果
を
高
め
、
送
風
で
本
の
間
に
挟
ま
っ
た
ほ
こ
り

や
髪
の
毛
、
ダ
ニ
を
除
去
し
ま
す
。
ま
た
、
消
臭
抗
菌

剤
に
よ
り
た
ば
こ
の
臭
い
や
ペ
ッ
ト
の
臭
い
の
消
臭
が

見
込
め
ま
す
。

　

不
特
定
多
数
の
人
の
手
に
渡
る
図
書
館
の
本
を
除
菌

す
る
こ
と
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
み
な
ら
ず
、
冬

期
に
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
拡
大
防
止
に

繋
が
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
足
を
運
ん
だ
際
は
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

７
月
１
日
、
鶴
居
村
交
通
安
全
運
動
推
進
協
議
会
か
ら
交
通
安
全
教
室

用
信
号
機
の
寄
贈
に
対
し
、
株
式
会
社
佐
々
木
建
設
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
教
室
用
信
号
機
は
本
物
の
信
号
機
同
様
に
点
灯
、
点
滅
し
、

実
際
に
近
い
環
境
で
実
習
が
可
能
で
、
児
童
に
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の
理

解
の
た
め
に
行
わ
れ
る
村
内
各
小
中
学
校
の
交
通
安
全
教
室
等
で
使
用
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

村
内
で
の
死
亡
事
故
は
平
成
27
年
11
月
16
日
以
降
発
生
し
て
お
ら
ず
、

７
月
12
日
で
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
日
が
１
，７
０
０
日
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
交
通
事
故
等
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
日
を

継
続
し
ま
し
ょ
う
。

日
本
の
未
来
の
た
め
に

租
税
教
室
の
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
に

鶴
居
村
交
通
安
全
運
動
推
進
協
議
会
よ
り

感
謝
状
の
贈
呈

死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
日
１
，７
０
０
日
達
成



「
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
強
調

月
間
」
に
つ
い
て

　

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
歯
舞
諸
島
、
色

丹
島
、
国
後
島
お
よ
び
択
捉
島
か
ら
な
る
北
方

四
島
の
早
期
返
還
の
実
現
は
、
道
民
の
み
な
ら

ず
日
本
国
民
の
長
年
に
わ
た
る
悲
願
で
す
。

　

道
で
は
、
北
方
領
土
問
題
の
発
端
と
な
っ
た

月
で
あ
る
８
月
を
「
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

強
調
月
間
」
と
定
め
、
重
点
的
な
返
還
要
求
運

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
村
で
も
署
名
活
動
の
一
環
と
し
て
役
場
庁

舎
お
よ
び
ふ
る
さ
と
情
報
館
み
な
く
る
内
に
署

名
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
総
務
係

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
１

鶴
居
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

６
月
17
日
か
ら
18
日
に
開
催
さ
れ
た
鶴
居
村

議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
松
井
基
廣
氏
が
鶴
居

村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
し
て
再

任
さ
れ
ま
し
た
の
で
村
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

な
お
、
任
期
は
令
和
２
年
６
月
23
日
か
ら
令

和
５
年
６
月
22
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

ご
自
宅
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
で
き
な
い
方

で
も
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
、
役
場
庁
舎
内

に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
用
公
共
端
末
（
パ
ソ
コ
ン
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

端
末
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
誰
で

も
利
用
で
き
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
、
政
府
が
運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ

ス
で
、
行
政
機
関
な
ど
が
保
有
す
る
自
身
の
個
人
情
報
を
確
認
し

た
り
、
自
身
の
情
報
の
機
関
間
で
の
や
り
取
り
履
歴
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
ご
利
用
に
あ
た
っ
て

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
す
る
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
が
搭
載
、
カ
ー
ド
利
用
時
に
は
数

字
４
桁
の
暗
証
番
号
）
が
必
要
で
す
。

誰
で
も
自
由
に
使
え
ま
す

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
用
公
共
端
末
の
設
置

３　令和２年８月号

　

６
月
26
日
、
釧
路
管
内
に
訪
れ
た
旅
行
者
を

温
か
く
迎
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
釧
路
管

内
８
市
町
村
に
よ
る
道
道
釧
路
空
港
線
の
花
壇

植
栽
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
内
か
ら
は
役
場
職

員
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
参
加
し
、
植
栽
を

行
い
ま
し
た
。

　

花
壇
に
は
色
と
り
ど
り
の
多
く
の
花
が
植
え

ら
れ
、
昨
年
同
様
訪
れ
た
旅
行
者
が
楽
し
め
る

美
し
い
景
観
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

釧
路
空
港
に
ご
用
事
の
際
は
ぜ
ひ
、
た
く
さ

ん
の
花
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

お
出
迎
え
と
お
見
送
り
に
花
を
添
え
て

釧
路
空
港
線
花
壇
植
栽
事
業

役場からのお知らせ役場からのお知らせ



令和２年８月号　４

　

鶴
居
村
の
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
㈱
鶴
居
村

振
興
公
社
の
令
和
元
年
度
（
平
成
31
年
４
月
１

日
〜
令
和
２
年
３
月
31
日
）
の
決
算
が
株
主
総

会
に
よ
り
承
認
さ
れ
、
６
月
定
例
議
会
に
て
経

営
状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

村
か
ら
の
委
託
事
業
・
指
定
管
理
料
を
含
む

売
上
高
は
、
２
３
０
，７
３
０
千
円
で
前
年
度

よ
り
、
１
０
，１
７
６
千
円
増
加
し
、
当
期
純

利
益
は
３
，７
９
３
千
円
、
令
和
２
年
３
月
末

の
純
資
産
は
、
９
１
，６
８
２
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
、
令
和
２
年
度
は
当
初
よ
り
事
業
が
開
始
で

き
ず
、
ま
た
、
現
在
も
厳
し
い
経
営
環
境
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
公
社
の
役
員
・
職
員
一
同
が

適
切
な
施
設
管
理
と
魅
力
あ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
一
層
努
め
、
村
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
㈱
鶴
居
村
振
興
公
社
の
概
況
】

□
資
本
金　
　
　

１
０
，０
０
０
千
円

□
株
主
数　
　
　

８
名
２
０
０
株　

□
代
表
取
締
役 

社
長　

大
石
正
行

□
役
員
数　
　
　

７
名

□
正
社
員
数　
　

15
名

□
業
務
内
容

　

鶴
居
村
か
ら
の
指
定
管
理
事
業
と
し
て
鶴
居

運
動
広
場
、
ど
さ
ん
こ
牧
場
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
、
鶴
居
た
ん
ち
ょ
う
プ
ラ
ザ
の
事
業
を
実
施
。

ま
た
、
鶴
居
村
か
ら
管
理
委
託
事
業
と
し
て
、

酪
楽
館
の
運
営
の
ほ
か
、
村
有
施
設
の
芝
生
管

■
令
和
元
年
度
の
事
業
概
要

　

昨
年
度
は
、
30
年
余
に
亘
っ
た
平
成
の
時
代

に
終
わ
り
を
告
げ
た
歴
史
に
残
る
節
目
の
年
で

あ
り
、
そ
の
祝
賀
と
裏
腹
に
日
本
列
島
各
地
で

地
震
、
豪
雨
、
台
風
の
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
年
で
し
た
。

　

国
内
経
済
は
、
海
外
経
済
の
減
速
等
を
背
景

㈱
鶴
居
村
振
興
公
社
の
経
営
状
況

項　目 令和元年度
（A）

平成30年度
（B）

増　減
（A）－（B）

売上高総額
　うち公社運営売上
　　運動広場
　　どさんこ牧場
　　酪楽館
　　パークゴルフ場
　　たんちょうプラザ

230,730
128,053
13,092
31,821
46,651
4,230
32,018

  220,554
123,946
11,807
29,576
47,181
4,551
29,773

10,176
4,107
1,285
2,245
▲530
▲321
2,245

当期純利益   3,793 2,166 1,627
総資産 119,511 112,190 7,321
純資産  91,682 87,889 3,793

理
、
公
園
他
体
育
施
設
の
維
持
管
理
、
各
施
設

回
り
の
草
刈
り
、
ふ
る
さ
と
情
報
館
等
の
花
壇

管
理
、
醸
造
用
ぶ
ど
う
特
産
品
開
発
を
実
施
。

売
上
実
績
、
資
産
等
の
状
況

鶴
居
村
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
指
定
管
理
事
業

①
受
付
、
清
掃
等
の
他
、
公
社
独
自
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
お
に
ぎ
り
、
そ
ば
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

等
の
販
売
、
コ
ー
ヒ
ー
及
び
麦
茶
を
無
料
提
供

単位：千円（税込）

■
各
事
業
の
概
要

　

㈱
鶴
居
村
振
興
公
社
の
主
な
「
令
和
元
年
度

事
業
実
績
（
以
下
①
と
表
記
）」
と
「
令
和
２

年
度
事
業
計
画
（
以
下
②
と
表
記
）」
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

に
外
需
が
弱
い
も
の
の
、
雇
用
情
勢
の
好
転
と

所
得
環
境
の
改
善
等
に
よ
り
、
内
需
を
中
心
に

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
ま
し
た
が
、
年
明
け
以

降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
広
が
り

に
よ
り
国
内
外
の
経
済
が
急
速
に
停
滞
し
た
年

度
で
し
た
。

　

㈱
鶴
居
村
振
興
公
社
に
お
い
て
は
、
村
か
ら

の
主
要
指
定
管
理
事
業
で
あ
る
運
動
広
場
、
ど

さ
ん
こ
牧
場
、
た
ん
ち
ょ
う
プ
ラ
ザ
は
、
天
候

に
恵
ま
れ
た
10
連
休
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

も
あ
り
、
利
用
者
数
、
売
上
高
が
と
も
に
好
調

で
し
た
。
特
に
た
ん
ち
ょ
う
プ
ラ
ザ
は
４
年
目

を
迎
え
「
つ
る
ぼ
ー
の
家
」
の
愛
称
も
定
着
、

鶴
居
産
ワ
イ
ン
「
ク
ロ
ン
ヌ
ー
ジ
ュ
」
の
取
り

扱
い
を
始
め
、
多
く
の
方
々
に
来
店
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
「
酪
楽
館
」
に
関
し
て
は
、
原
料
乳
価
格
の

上
昇
の
た
め
チ
ー
ズ
を
創
業
以
来
初
め
て
値
上

げ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
高
い
品
質

の
評
価
に
支
え
ら
れ
売
り
上
げ
は
堅
調
に
推
移

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
２
月
以
降
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
小
売
り
・

飲
食
業
の
不
振
に
よ
り
販
売
は
低
迷
し
て
い
ま

す
。

　

芝
生
管
理
な
ど
の
村
か
ら
の
委
託
事
業
に
お

い
て
は
、
概
ね
計
画
通
り
に
業
務
を
終
え
、
村

が
進
め
る
美
し
い
村
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。

鶴
居
運
動
広
場
指
定
管
理
事
業

①
10
連
休
に
及
ん
だ
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
時

に
好
天
候
に
恵
ま
れ
、
入
込
客
数
、
売
上
が
増

加
し
た
こ
と
も
あ
り
、
年
間
遊
具
利
用
延
人
数

は
８
５
，９
３
１
人
と
前
年
度
よ
り
８
，０
３
３

人
増
加
し
、
売
上
額
で
は
、
１
３
，０
９
２
千

円
の
実
績
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
１
，２
８
５

千
円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

②
村
に
お
い
て
、
計
画
的
に
遊
具
施
設
の
修

繕
・
更
新
や
ゴ
ー
カ
ー
ト
の
一
部
舗
装
の
改
修

等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
に
安
全
で
楽

し
く
利
用
い
た
だ
く
た
め
施
設
や
遊
具
の
安
全

管
理
や
芝
生
環
境
の
管
理
に
努
め
ま
す
。

鶴
居
ど
さ
ん
こ
牧
場
指
定
管
理
事
業

①
利
用
状
況
は
、
乗
馬
利
用
者
が
２
，３
１
６

人
、
宿
泊
利
用
者
は
１
，０
６
７
人
、
そ
の
他

施
設
利
用
者
（
レ
ス
ト
ラ
ン
・
物
販
）
は
４
，

４
２
７
人
と
な
り
、
ど
さ
ん
こ
牧
場
の
総
売
上

金
額
は
、
３
１
，８
２
1
千
円
の
実
績
と
な
り
、

前
年
度
よ
り
２
，２
４
５
千
円
の
増
収
と
な
り

ま
し
た
。

②
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
本
州
か
ら
の
リ
ピ
ー
タ
ー

の
利
用
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
新
た

な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
開
拓
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
魅
力
発
信
等
に
よ
り
、

利
用
者
の
増
加
に
努
め
ま
す
。



ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

是
非
、
ご
利
用
・
ご
体
験
く
だ
さ
い
。

小
学
生
乗
馬
教
室
開
催
！

　

７
月
18
日
、
村
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し

た
乗
馬
教
室
を
開
催
し
、
６
年
生
２
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
「
馬
の
性
質
と
接
し
方
」
と
い

う
内
容
で
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
実

際
に
乗
馬
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
か
ら
は
、「
最
初
は
緊
張

し
た
け
ど
実
際
に
乗
っ
て
慣
れ
て
き
て
か
ら

は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
乗
馬
は
思
っ
た
よ

り
難
し
い
と
実
感
し
た
。
ぜ
ひ
ま
た
乗
っ
て

み
た
い
。」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ど
さ
ん
こ
牧
場
で
は
同
様
の
企
画
を
年
内

に
数
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。

し
ま
し
た
。
委
託
品
の
売
上
が
振
る
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
客
数
２
９
，１
７
３
人
、
客
単
価

１
，３
５
８
円
、
合
計
売
上
金
額
で
は
３
９
，６

０
９
千
円
と
前
年
度
よ
り
１
，３
５
２
千
円
売

上
が
増
加
し
ま
し
た
。

②
鶴
居
村
に
訪
れ
た
方
々
が
年
間
を
通
じ
て
気

軽
に
立
ち
寄
れ
「
見
る
」「
食
べ
る
」「
買
う
」

と
い
っ
た
こ
と
に
加
え
、
情
報
発
信
の
拠
点
施

設
「
つ
る
ぼ
ー
の
家
」
と
し
て
、
品
揃
え
等
工

夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
快
適
な
施
設
運
営
に
努
め

ま
す
。

鶴
居
村
農
畜
産
物
加
工
施
設

「
酪
楽
館
」
管
理
委
託
事
業

①
チ
ー
ズ
の
売
上
は
、
３
６
，５
３
０
千
円
、

飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
２
，３
１
８
千
円
、
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
ミ
ッ
ク
ス
等
ア
イ
ス
類
は
５
，９

０
１
千
円
で
、
売
上
総
金
額
は
４
６
，６
５
１

千
円
で
前
年
度
よ
り
５
３
０
千
円
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。

②
チ
ー
ズ
の
製
造
量
が
順
調
に
伸
び
、
熟
成
施

設
の
容
量
に
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度

拡
張
工
事
を
村
が
実
施
し
ま
す
。
更
な
る
増
産

と
販
路
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
る
対
象
商
品
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を

図
り
ま
す
。

し
ま
し
た
。
振
興
公
社
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

を
夏
、
秋
２
回
開
催
し
、
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
と

集
客
に
努
め
ま
し
た
。

　

利
用
者
数
１
１
，７
４
１
人
と
前
年
度
よ
り

１
，４
８
４
人
減
少
し
、
利
用
売
上
は
３
，６
０

０
千
円
で
前
年
度
よ
り
２
９
７
千
円
の
減
収
と

な
り
ま
し
た
。

②
今
ま
で
培
っ
た
技
術
を
生
か
し
て
芝
生
の
保

守
管
理
や
利
用
者
に
十
分
配
慮
し
た
作
業
に
努

め
る
と
と
も
に
、
笑
顔
の
接
客
、
迅
速
な
対
応
、

そ
し
て
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
清
掃
に
も
心
が
け
、

利
用
者
が
快
適
な
プ
レ
ー
が
で
き
る
よ
う
業
務

に
あ
た
り
ま
す
。

鶴
居
た
ん
ち
ょ
う
プ
ラ
ザ

「
つ
る
ぼ
ー
の
家
」
指
定
管
理
事
業

①
入
り
込
み
客
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、

鶴
居
産
ワ
イ
ン
「
ク
ロ
ン
ヌ
ル
ー
ジ
ュ
」
が
店

頭
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
買
取
品
も
順
調
に
推
移

５　令和２年８月号

鶴居産ワイン「クロ
ンヌルージュ」と鶴
居チーズ

鶴居たんちょうプラザ「つるぼーの家」

村
有
施
設
の
芝
生
管
理
な
ど
の
事
業

①
庁
舎
・
総
合
セ
ン
タ
ー
、
運
動
広
場
の
芝
生

管
理
は
も
と
よ
り
「
野
球
場
」「
サ
ッ
カ
ー
場
」

な
ど
の
体
育
施
設
の
芝
生
管
理
や
ト
イ
レ
清
掃
、

幌
呂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
公
共

施
設
周
辺
の
草
刈
り
、
鶴
居
市
街
地
植
樹
帯
の

乗馬コース 所用時間 一般料金 村民料金

引き馬
（角馬場内） ５分 1,100円 200円

トレッキング
（角馬場） 45分 4,500円 1,100円

トレッキング
（外乗） ２時間 9,100円 2,300円

〃 ５時間 17,300円 3,700円

「
ど
さ
ん
こ
牧
場
」
で
乗
馬
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

鶴
居
ど
さ
ん
こ
牧
場
は
、「
ど
さ
ん
こ
」

に
よ
る
ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
（
乗
馬
）
の

拠
点
と
し
て
平
成
７
年
（
１
９
９
５
年
）
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

ど
さ
ん
こ
は
１
年
を
通
し
て
昼
夜
放
牧
さ

れ
て
お
り
、
釧
路
湿
原
国
立
公
園
な
ど
を
探

勝
す
る
ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
牧
場
に
気
軽
に
親
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、
一
般
の
利
用
者
と
は
別

に
村
民
料
金
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
の
軽
食
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ど
さ
ん
こ
を
眺
め
な
が
ら

除
草
剪
定
、
公
園
の
花
植
え
や
清
掃
管
理
な
ど
、

美
し
い
村
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。

②
引
き
続
き
、
村
民
の
皆
様
や
利
用
者
か
ら

「
よ
く
管
理
さ
れ
て
い
る
」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
芝
生
管
理
を
は
じ
め
と
し
た
各
管

理
の
保
守
管
理
に
万
全
を
期
し
ま
す
。



令和２年８月号　６

『新北海道スタイル』でコロナに負けない村へ
　令和２年６月 26 日、新型コロナウイルス感染症の拡大防止と社会経済活動の両立のため、オール北海
道で「新北海道スタイル」の実践や定着に向けた取組を進め、北海道全体での感染リスク低減とビジネ
スチャンスの拡大等につなげていくことを目的として新北海道スタイル推進協議会が設立されました。

村民のライフスタイル 事業者のビジネススタイル

連携

詳しくは北海道庁のホームページをご覧ください。
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kks/newhokkaidostyle.htm

安心して利用

安心して誘客

申請はお済みですか？　特別定額給付金は８月 11 日まで
　７月20日現在、鶴居村の対象世帯の約 98％に給付済みです。申請がお済みでない方はお急ぎください。
※給付金を装った詐欺やデマにはご注意ください。

【お問い合わせ先】　役場住民生活課　　☎０１５４－６４－２１１３

新北海道スタイルとは
　新型コロナウイルスとの戦いが長期化している中、国が示した「新しい生活様式」の北海道内
での実践に向けた、新しいライフスタイルやビジネススタイルです。



７　令和２年８月号

消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 令和２年度 全国統一防火標語

「その火事を　防ぐあなたに　金メダル」

　広報つるい７月号でお知らせ致しました鶴居村防火標語の募集について、締切は今月末までとなって
います。まだまだ応募数が少ない状況ですので皆様奮ってご応募ください。
　応募については消防より配布した応募用紙に記入の上、消防署に提出してください。最優秀賞に選ば
れた作品は消防のイベントでの活用や消防署前に掲示されるほか、入賞された方には消防署長より表彰
状及び副賞を贈呈します。

　※応募用紙は消防署にも用意をしていますので、必要な方は消防署までお越しください。

　　　募集期間　令和２年８月３１日まで
　　　防火標語使用期間　令和２年１０月１５日～令和３年１０月１４日

鶴居村防火標語の募集について

花火による火災を防ぎましょう！
　夏の風物詩のひとつとして、花火が親しまれています。花火は、大きく分けて２種類あり、専門の職
人が打ち上げる「専門花火」と気軽に楽しめる「おもちゃ花火」があります。炎の色や吹き出し方など
変化に富み、その取扱いも年々多くなっています。しかし、気軽に楽しめる「おもちゃ花火」でも原料
は火薬であり危険が伴います。毎年、全国各地では誤った取扱い方法によって火災が発生しています。
　花火による火災をなくすために、種類や火薬量に応じて作られた「使用上の注意」をよく読んで正し
く取り扱いましょう。また、下記のポイントを読み花火火災を防ぎましょう。

花火による火災を防ぐ10のポイント

①　花火に書いてある注意事項をよく読んで必ず守りましょう。
②　花火を人や家に向けたり、燃えやすい物のある場所で使用しないようにしましょう。
③　風の強いときは、花火で遊ばないようにしましょう。
④　必ず水の入ったバケツを用意しましょう。
⑤　遊び終わった花火は、必ずバケツの水につけて、残り火を完全に消しましょう。
⑥　子供達だけでなく、大人と一緒に遊びましょう。
⑦　一度にたくさんの花火に火をつけないようにしましょう。
⑧　正しい位置に、正しい方法で点火しましょう。
⑨　吹出し、打上げ等の筒もの花火は、途中で火が消えても筒をのぞかないようにしましょう。
⑩　花火をほぐして遊ぶことは、絶対にしないようにしましょう。

　鶴居消防団第４分団、澁谷忠裕分団長が令和元
年度消防庁長官表彰において永年勤続功労章を受
章し、７月６日鶴居村役場にて伝達式が行われ、
大石正行村長より章記が伝達されました。この表
彰は長年にわたり消防団に勤続し、勤務成績が優
秀で他の団員の模範となり、住民の安全確保に尽
力されていることが認められ表彰されたものです。
澁谷分団長は３７年以上鶴居消防団に在籍してお
り、今年４月からは鶴居消防団第４分団の分団長
となり、リーダーシップを発揮し今後も更なる活
躍が期待されます。

澁谷忠裕分団長が消防庁長官永年勤続功労章を受章



令和２年８月号　８

保健福祉課健康推進係　　　（☎0154-64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎0154-64-2999）おお元元気気ですかですか保保健健師師でですす

活動の自粛による「生活不活発に気を付けて！」

新型コロナウイルス感染症に負けない生活を

　新型コロナウイルス感染症の感染防止のため高齢者の方の外出や運動、交流の機会が少なくなったことにより
「生活不活発」による健康への影響が心配されます。
　「動かないこと（生活不活発）」により、身体や頭の働きが低下してしまいます。歩くことや身の回りのこと
など生活動作が行いにくくなったり、疲れやすくなったりし、フレイル（虚弱）※が進んでいきます。

※フレイルとは厚生労働省研究班の報告書では「加齢とともに心身の活力（運動機能や認知機能等）が低下し複
数の慢性疾患の併存などの影響もあり生活機能が障害され、心身の脆弱性が出現した状態であるが、一方で
適切な介入・支援により生活機能の維持向上が可能な状態像」とされており、健康な状態と日常生活でサポー
トが必要な介護状態の中間を意味します。

【フレイル（虚弱）チェック】
□１年間で体重が４～５㎏減った
□疲れやすくなった（何をするのも面倒だと週に３～４回以上感じる）
□筋力（握力）が低下した
□歩くのが遅くなった
□身体の活動量が減った
　１～２項目あてはまる人　プレフレイル（フレイルの前段階）
　３項目以上あてはまる人　フレイルの疑いあり



９　令和２年８月号

動かない時間を減らしましょう
自宅でも出来るちょっとした運動で体を守ろう！

● 座っている時間を減らしましょう！その分、立ったり歩いたりする時間を増やすことも重要です。
　 テレビのコマーシャル中に足踏みしてみるなど身体を動かしましょう。
● 筋肉を維持しましょう！ 関節も固くならないように気を付けてラジオ体操のような自宅でできる運動でも、
筋肉の衰え予防に役立ちます。

● 日の当たるところで散歩くらいの運動を心掛けましょう！天気が良ければ、屋外など開放された場所で身
体を動かしましょう。散歩はお勧めです。ただし、人混みは避けましょう。

しっかり食べて栄養をつけ、バランスの良い食事を！

● こんな時こそ、しっかりバランス良く食べましょう！多様性に富んだ食事を三食欠かさず食べることを意
識してください。しっかりバランスよく食べて栄養をとり、身体の調子を整えましょう。免疫力を維持す
ることにも役立ちます。さらに身体（特に筋肉）を作る大切な栄養素であるたんぱく質をしっかりとること
が大切です。

　 ※食事の制限をうけている方はかかりつけ医の指示に従ってください。

お口を清潔に保ちましょう
しっかり噛んで、できれば毎日おしゃべりを

● 毎食後、寝る前に歯を磨きましょう！お口を清潔に保つことが、インフルエンザ等の感染症予防に有効です。
毎食後、寝る前の歯磨きを徹底しましょう。義歯の清掃もとても大切です。

● お口周りの筋肉を保ちましょう。おしゃべりも大切です。お口の不活動も問題です。一日三食、しっかり
噛んで食べましょう。噛める人は意識して少し歯ごたえのある食材を選ぶことも大切です。

　 自粛生活で人と話す機会が減り、お口の力が衰えることも。電話も活用し、意識して会話を増やしましょう。
鼻歌を歌う、早口言葉もオススメです。

家族や友人との支え合いが大切です！

● 孤独を防ぐ！ 近くにいる者同士や電話などを利用した交流を高齢者では人との交流はとても大切です。外
出しにくい今の状況こそ、家族や友人が互いに支え合い、意識して交流しましょう。

● 買い物や生活の支援、困ったときの支え合いを食材や生活用品の買い物、病院への移動などに困った際に、
助けを呼べる相手をあらかじめ考えておきましょう。事前に話し合っておくことが大切です。

（一般社団法人日本老年医学会　「新型コロナウイルス感染症」高齢者として気をつけたいポイント　一部抜粋）

フレイル（虚弱）の進行を予防するために

４０歳になったら１０分でできる「あたまの健康チェック」を受けてみませんか
あなたの物忘れは大丈夫？？？
認知症の予防は認知機能の低下を早期に発見することが大切です。

対　　象　：　４０歳以上の村民の方
内　　容　：　申し込みをされた方には村から専用のフリーダイヤル（コールセンター）の電話番号を記

載した受検証書をお渡しします。
　　　　　　　受検証書に記入されている専用のフリーダイヤル（コールセンター）へ電話をし、概ね１０

分程度の簡単な質問に受け答えすることにより記憶力の確認などを行うことができます。
　　　　　　　結果票は後日ご自宅に郵送されます。
　　　　　　　※簡易的な検査であり、認知症の診断をするものではありません。
定　　員　：　５０名
料　　金　：　無料
申込方法　：　申込に際しては所定の様式への記入がありますので役場保健福祉課地域包括支援係まで

ご連絡ください。申込用紙を郵送いたします。
　　　　　　　（申込み受付　月～金　8:30～17:15　電話0154－64－2999）
実施期間　：　令和２年７月1日～令和３年3月３１日



　

鶴
居
村
の
み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
！

鶴
居
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
幸
地
で
す
！

今
月
号
で
は
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

影
響
下
で
さ
ら
に
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
「
リ

モ
ー
ト
技
術
」
と
鶴
居
村
に
つ
い
て
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。
と
い
っ
て
も
、
私
も
活
用

し
だ
し
た
の
は
最
近
か
ら
な
の
で
す
が
…

　

最
近
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
も
頻
繁
に
目
に
す

る
「
リ
モ
ー
ト
」。
英
語
で
は
「rem

ote

」

と
書
き
、「（
距
離
が
）
遠
い
、
遠
隔
の
」
と

い
う
意
味
で
す
。
つ
ま
り
「
リ
モ
ー
ト
会
議
」

と
は
、
直
接
集
ま
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
映
像
や
音
声
を
共
有
し
て
会
議
を
行
う

こ
と
を
指
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
流
行
で
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、
一
般
向

け
の
「
ビ
デ
オ
会
議
」
と
し
て
の
技
術
は
80

年
代
か
ら
あ
る
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
技
術
を
利
用
し
た
「
リ
モ
ー
ト
会

議
」
や
「
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
」、
さ
ら
に
は

「
リ
モ
ー
ト
飲
み
会
（
私
は
こ
ち
ら
が
多
い

で
す
）」
な
ど
が
広
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

最
近
、
私
は
こ
れ
ら
の
「
リ
モ
ー
ト
活
動
」

と
鶴
居
村
と
の
親
和
性
が
高
い
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

と
い
う
の
も
、
現
在
の
鶴
居
村
で
は
光
回

線
が
敷
設
さ
れ
、
高
速
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
利
用
で
き
る
強
み
が
あ
る
た
め
で
す
。

　

実
際
に
利
用
し
て
み
る
と
わ
か
る
の
で
す

が
、
私
の
故
郷
・
沖
縄
と
東
京
、
名
古
屋
、

そ
し
て
北
海
道
鶴
居
村
で
ビ
デ
オ
通
話
を
し

て
も
ほ
と
ん
ど
遅
延
な
く
話
せ
る
こ
と
に
驚

き
ま
す
。
こ
れ
は
リ
モ
ー
ト
飲
み
会
で
の
会

話
を
快
適
に
す
る
と
同
時
に
、
会
議
や
仕
事

の
会
話
を
快
適
に
行
え
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
東
京
の
会
社
に
勤
め
、
鶴
居
村
に
暮
ら

し
な
が
ら
仕
事
す
る
こ
と
も
、
そ
の
逆
も
十

分
に
可
能
な
わ
け
で
す
ね
。

　

そ
し
て
も
う
一
点
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
動
画
な
ど
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と

い
っ
た
創
造
的
な
職
業
と
鶴
居
村
は
相
性
が

良
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
職
業
で
は
、
デ
ー
タ
を
送
受
信

す
る
ネ
ッ
ト
環
境
の
他
に
あ
る
程
度
の
物
理

的
な
広
さ
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
な
ら
画

材
や
ア
ト
リ
エ
、
音
楽
家
な
ら
楽
器
や
防
音

室
…
そ
れ
ら
の
ス
ペ
ー
ス
を
大
き
く
し
よ
う

と
す
る
と
、
首
都
圏
で
は
大
変
に
コ
ス
ト
が

か
か
り
ま
す
。
周
辺
へ
の
光
や
音
の
問
題
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

そ
の
点
に
お
い
て
、
鶴
居
村
の
よ
う
な
北

海
道
の
広
大
な
土
地
は
魅
力
的
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

鶴
居
村
に
は
写
真
家
の
方
が
お
り
ま
す

が
、
今
後
「
鶴
居
村
在
住
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
」
や
「
鶴
居
村
在
住
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
」、
さ
ら
に

は
「
鶴
居
村
在

住Y
outuber

」

が
生
ま
れ
増
え

て
い
く
、
若
い

ク
リ
エ
イ
タ
ー

に
注
目
さ
れ
る

場
所
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

地域おこし協力隊　隊員　幸
こう

地
ち

　真
まこと

地域おこし協力隊の手記

令和２年８月号　10

鶴居村とリモート
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新刊案内 鶴居村図書館だより

※紹介してしている本は７月29日から利用できます。

●開館時間……10：00～ 18：15
●休 館 日……８月の休館日は25（火）です。８月の休館日は25（火）です。
図書館は毎月１回の図書整理日以外はいつでも開館しています。図書館は毎月１回の図書整理日以外はいつでも開館しています。

●貸し出し…… 【本・雑誌・紙芝居】
　　　　　　　　　２週間（１人10冊まで）

【CD・VTR・DVD】
　　　　　　　　　２週間
 （CD3点、VTR2点、DVD1点まで）

館内利用について
　新型コロナウイルス感染予防のため、図
書館・ふるさと情報館をご利用の方は手洗
いや消毒、マスク着用等のご協力をお願い
します。また、発熱がある等、体調不良の
方はご利用をお控えいただきますようお願
いいたします。

天気予報のすべてがわかる！ ３歳から始めるお料理レッスン

ボニン浄土 影を呑んだ少女

子うしのきんじろう にんぎょのルーシー

青木寿史　監修
気象庁　協力

　急増する異常気象と、
未曾有の自然災害。今や
天気予報は“大切な命”
を守るためには不可欠と
なっている。どうやって
出されるのか、どう利用
すればいいのか。天気予
報の最前線をビジュアル
に解説する。

フランシス・ハーディング　作
児玉敦子　訳

　幽霊を憑依させること
のできる体質の少女メイ
クピース。母亡きあと少
女が引き取られた父方の
一族は、恐ろしい秘密を
抱えていて…。17世紀英
国を舞台に、逞しく生き
る少女の姿を描く歴史ファ
ンタジー。

今西乃子　作
ひろみちいと　絵

　黒毛和牛なのに金色の
毛をした「きんじろう」を
見ると、島の人たちは「気
持ち悪い」と言った。そし
て「肉は安全か?殺処分に」
と言い始め…。黒毛和牛
の牧場で生まれた金色の
子牛きんじろうと牛飼い“か
あちゃん”の命の物語。

SOOSH　ぶん・え
髙橋久美子　やく

　見た目も生き方もちがう、
人魚のルーシーと人間の女
の子エマ。ある海辺で出会っ
たふたりの少女は、知らな
いことを教えあったり、ひ
みつの話をしたりして…。
きっと忘れない、ふたりの
小さな大冒険。

宇佐美まこと　著
　1840年。五百石船の乗
員たちは、ある島に逢着
する。青い瞳の住人は、
島の名を「ボニン」と告
げた。それから、180年後。
物語はついに動き始め…。
時空を超えた怒りと赦し
の超弩級人間ドラマ。

青空キッチン　著
　親子で料理を楽しもう！
ハムチーズロール、カレー
ピラフなど、「子どもがつ
くる」にこだわった、３
歳児からつくれる、簡単・
早い・おいしい82品のレ
シピを紹介する。レシピ
の難易度や、子どもとの
会話のコツも掲載。



令和２年８月号　12

寄　　付

弟子屈ふるさと宿泊券＆
湯巡グルメ・クーポン券

　いただきました心温まる善意に心よりお礼申し
上げます。

＜ふるさと納税分＞
柿山　義明　様、安藤　　彩　様、吉川　和伸　様、

　鴇田　康雄　様、久保寺宏明　様、渡辺　和代　様、
　瀧口　真史　様、松本　正司　様　他１６２名

●６月寄付実績 １７０件 1,915千円
■令和２年度（令和２年４月～令和２年6月）の寄付累計
 ３７４件 4,315千円

ご紹介します

 凍原社７月句
（俳句）

ミ
ヤ
ノ

水

脈

ち
え
こ

和

子

春
夢
子

紀
代
子

恒

子

夏
見
舞
い
便
り
お
こ
た
り
念
入
り
に

寝
入
り
ば
な
耳
奥
に
聞
く
喜
雨
の
音

永
年
の
念
願
叶
へ
飲
む
ビ
ー
ル

老
健
を
守
り
念
ず
る
夫
の
夏

夏
マ
ス
ク
説
明
責
任
聞
き
と
れ
ず

念
じ
て
も
真
夏
の
豪
雨
胸
に
滲
む

念
じ
て
も
思
い
煩
う
額
の
花

み
ん
な
の
掲
示
板

み
ん
な
の
掲
示
板

　弟子屈町では、新型コロナウイルス感染症拡大
により停滞している町内経済への対策として、弟
子屈町ふるさと宿泊券＆湯巡グルメ・クーポン券
事業を実施しています。
　鶴居村をはじめとする弟子屈町外の方にも広く
ご利用いただけるものとなっていますので、この
機会にぜひ弟子屈町へお越しください。

１．弟子屈町ふるさと宿泊券
①宿泊券：3,000円分の宿泊券を、1人1回1枚で、
有効期間中、2回まで交付します。

②有効期間：9月30日（水）まで
③対象施設：町内20施設
④利用方法：ご予約の際に、「弟子屈町ふるさと
　　　　　　宿泊券」を利用することをお伝え
　　　　　ください。

２．弟子屈町湯巡グルメ・クーポン券
①クーポン券：1人1枚限定1,000円で、3,000
円分利用できるものとなっています。

　※上記１の「弟子屈町ふるさと宿泊券」を利
　用して宿泊された方のみ購入できます。

②有効期間：10月1日（木）まで
③対象施設：町内42の飲食施設および町内12
　　　　　　の体験施設

お問い合わせ先
　一般社団法人摩周湖観光協会
　☎015-482-2200
　弟子屈なびURL： https://masyuko.or.jp

〈３歳児歯科表彰の虫歯のない子〉
　７月に行われた３歳児健診で「虫歯のない子」
に表彰されました

益
ます

子
こ

たろう　くん
（下幌呂）

大
おお

庭
ば

凛
りん

柊
と

くん
（鶴居市街）

和
わ

田
だ

琉
る

加
か

ちゃん
（鶴居市街）

河
かわ

村
むら

芽
め

明
い

ちゃん
（鶴居市街）

鳴
なる

川
かわ

椿
ち か こ

和子 ちゃん
（幌呂市街）

中
なか

村
むら

蒼
あおい

くん
（鶴居市街）
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柵越しのバサオ君（1月26日撮影）

鶴居 タンチョウ 検索

櫻井　真弓
鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ

〒085－1205 鶴居村中雪裡南
 ☎0154-64-2620／FAX0154-64-2239

2019年度　冬のサンクチュアリ給餌場トピックス

　給餌場には11月の初めから、１羽のタンチョウが歩いて来ていました。翼が傷んで飛べないタンチョ

ウです。バサバサの風切り羽が特徴的で、「バサオ君」と呼んで、見守っていました。大柄のタンチョウで、

最初は給餌場の主のように過ごしていましたが、タンチョウの数が増えると、他のタンチョウに追われ

ることも多くなり、給餌場の柵のそばで１羽で過ごしていました。普通タンチョウは人に近い場所を嫌

がりますが、「バサオ君」は他のタンチョウから身を守るため、人に近い柵のそばを定位置に選んだの

でしょう。時々、柵の外側に出ていることもあり、カメラを持った観光客に追い回されていて、気をも

みました。来訪者が増えると柵の外に出ることは無くなりましたが、座り込んで過ごす時間が多くなり

ました。人間だって血気盛んな若者がいる一方で、いつもソファーでまったり過ごす老人もいます。タ

ンチョウは見た目で年が分からないので「バサオ君」の年齢は分かりませんが、きっと老鳥だろうと推

測し、そっと見守ることにしました。観察

に訪れた方から「弱ったタンチョウがいる」

と連絡をいただくたびに説明をして、保護

をしないで見守ることにご理解をいただき

ました。２月６日が「バサオ君」の最後の

確認記録です。寒い日が数日続いて、日に

日に弱っていく様子に、場合によっては保

護収容も考えなくてはいけないなと腹をく

くった矢先のことでした。寂しくはありま

したが、野生のタンチョウが最後まで野生

としてその命を全う出来ただろうことに、

正直安堵しました。

　環境省がタンチョウの生息地分散のために進めている給餌量削減は、節目の５割削減のシーズンを終

えました。多くの方のご協力のもと、自然採食地の整備も進み、餌不足でやせ衰えているタンチョウが

給餌場に現れることはありませんでした。この冬は、給餌場に隣接する自然採食地に歩いて行き来する

タンチョウが目に見えて増え、観察をされている方から、「タンチョウが林の中に歩いて行くのはどう

して？」と度々質問を受けました。湿原の神と言われるタンチョウが林の奥に消え去る様子は、少し不

思議な光景です。「林の中に小さな沢があって、自然の餌場になっているんですよ」と説明し、冬期自

然採食地の取組みを伝えています。村の子どもたちと新しい冬期自然採食地を整備したことは、勿論も

れなくお伝えしました。「サンクチュアリに来る途中に農場でタンチョウを見ました」と言われること

もありました。冬場、農家の敷地内にタンチョウが集団でいるような状況は、給餌量の削減が始まって

からのこと。給餌量削減で、冬のタンチョウの行動が変わったことは確かです。

シリーズ

タンチョウ
Vol. 308



８月村のカレンダー８月村のカレンダー

4 火 戦没者追悼式　　　　11：30～　鶴居市街忠魂碑前

5 水 第５回鶴居村議会臨時会　　　10：00～　役場２階議場

23 日 秋季村民ゴルフ大会　　　９：00～　釧路カントリークラブ

26 水 乳児健診　　　　13：00～　鶴居村総合センター

　ふわりと草木の香りを連れて
そよぐ風に、小気味よい高い音
で答える風鈴が真夏を知らせる
８月となりました。
　夏の夜空に多種多様な大輪を
咲かせる花火大会も今年は見送
り、来年以降のお楽しみとなり
そうです。
　日本全国で徐々に活気が戻り
だしていますが、まだまだ油断
は禁物、家に帰るまでが遠足な
ら、終息するまでが流行でしょ
う。手洗いうがいは欠かさず感
染予防は徹底して行いましょ
う。
　さて、本誌の中でも紹介して
いますが長期化するコロナウイ
ルスとの闘いに向け新しいライ
フスタイルとして北海道スタイ
ルが宣言されています。
　道民と事業者の双方が連携し
て感染リスクを低減させていく
ものです。北海道で生活する全
ての人が心を一つにして立ち向
かっていきましょう。（F）

編集後記

今年１月からの発生件数
　人身事故０件／物件事故37件
６月中の発生件数
　人身事故０件／物件事故４件
死亡事故ゼロの日　1,689日

（６月末現在）

交通事故発生状況
（鶴居駐在所より情報提供）

人の動き
（６月末住民登録人口）

人口　総数 2,530人
（前月比　＋1人）

男　1,271人
（前月比　＋4人）

女　1,259人
（前月比　－3人）

うち外国人人口　35人

世帯数　1,205戸
（前月比　＋３戸）

今月の表紙
　下幌呂小学校で行われた租
税教室での１枚です。

詳細は２ページをご覧ください。N
o.7
0
8
鶴
居
村

N
o.7
0
8
鶴
居
村

広
報
つ
る
い
８
月
号

広
報
つ
る
い
８
月
号

■
発
行
・
編
集
／
鶴
居
村
役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

〒
085－1203 阿

寒
郡
鶴
居
村
鶴
居
西
1丁
目
1番
地
　
☎
0154-64-2112/Fax64-2577

https://www.vill.tsurui.lg.jp/［
eメ
ー
ル
］tancho@vill.tsurui.lg.jp

間
伐
と
間
伐
材
の
有
効
利
用
を
促
進
し
て

健
全
な
森
づ
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令和２年８月の行事・イベントの開催中止について
　新型コロナウイルス感染症拡大防止等の理由により、下記の行事・
イベントについては中止することとなりました、来年は開催できる
ことを願い、改めて一人ひとりの感染予防対策を徹底しましょう。

　・わんぱくアドベンチャークラブ８月講座
　・寿大学８月講座
　・鶴居村ふるさと仮装盆踊り花火大会
　・ふるさと創生中学生派遣交流事業

支えあおう・鶴居びと応援券
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〈小売店等用〉

見
本
見
本

〈飲食店専用〉

　村内の飲食店および小売店で利用できる「支えあおう・
鶴居びと応援券」事業を現在実施中です。

　７月末時点で発行総数の約50％の３万枚以上を各お店
で利用いただいています。

　応援券の有効期間は令和2年9月30日までとなっており、
期間を過ぎてしまうと利用できなくなるため期間内に必
ず利用ください。

　なお、応援券は５月１日時点で鶴居村に住民登録のあっ
た方全員に配布しています。まだ受けとっていない方は
運転免許証等の身分証を持参の上、役場企画財政課まで
お越しください。


